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まどろむ世界と混合させておくれ！   
先行研究に於いてすでに指摘されているように、母音に注目した場合にリズ  
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を否定する見解に反論するためにこの詩が有効だ、とチュッチェフが考えてい   
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たという14。アクサーコフもまた、これら「高位のヨーロッパ人」によるこの  
ような「奇妙な概念」がポーランド問題やバルト問題で悪影響を与えることを  


















そして野原は暑気の中で息づいているだろう。   
原稿の書き込みから1868年8月2日、チュッチェフのオーフスックの領地の  
近くの農場での作とされている17。  
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¢．H．チエッチェフ政治詩試訳（12）（大矢 温）  
プラハにおいてロシア語とチェコ語で発行された小冊子『1869年2月14日サ  
ンタト・ペテルブルクとモスクワにおける聖キリルの千周年記憶日の祝典』㌘  













議」には27名の代表団を送っている払。   
他方、ロシアの汎スラヴ運動の中心であった「スラヴ慈善協会」においても  
キリルの千周年は重視されており、1867年の「スラヴ会議」の延長として千周  
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派」とスカリャーチンの新聞『報知』であった㌔ しかし、まさにこのスカリ  
ャーチンを批判した記事が元でアクサーコフの新聞『モスクワ』はチュッチェ  
フのこの詩に先立つ1868年10月15日号を最後に閉鎖されてしまう。これは創刊  





公衆に大きな騒ぎを引き起こした」40。   
このようなアクサーコフに対する指弾の中で、チュッチェフはアクサーコフ  
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を歓迎する気持ちが表現されている。   
上の「2）無題（二つの力がある…）」でも述べたとおり、1868年のサマーリ  
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ッチェフの「期待を裏切らなかった」ことの一因であろう。   
しかし、チュッチェフが何を「期待」してキエフ入りしたかについては一考  
を要する。上述のように、彼のキエフ入りは皇帝のキエフ来訪に合わせたもの  
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辺に伝えようとした可能性はある。   
創作の時期も1869年8月の作と考えるのが妥当であろう。  









2Tk）TqeB¢．Hく（☆＊＊（TeHI王CH3もIe CMeCHJIHCも．”）〉〉／／ⅢoJIHOe CO6pal王He   
cotIHHeHH五HItHChMaBⅢeCTH：TOMaX．M．，2002－2004（AaJIee“TIOTtTeB”）．   
T．1．C．159．  
3ここでは「終了する」、という意味でpa3peⅢⅡTbを使っている。  
4「BIくyCI汀b賞味する」、は普通、美味しいものに繋がる単語である。ここでは   
自我を解消して自然のカオスに一体化することが「甘美」なのであろう。  
5Rb3LPeBE M H3ⅡepBOrOⅢHCbMa／／JhTePaTyPHOeHaCJIeJtCTBO・1988・   
T．97．RⅡ．1．C．74－83．  
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11原語は6paTCIくⅡ軋そのまま訳せば「兄弟の」だが、カラムジンは1766年   
生まれだから1803年に生まれたチュッチェフにとって「兄弟」と言うには   
年が離れすぎている。また、この語は親しい友人関係にも使われるが、カラ   
ムジンの晩年に当たる1820年代にチュッチェフはロシアを離れていたので、   
個人的にも知己はなかったと考えられる。強く共感を覚える、ごく親しい間   
柄という意味で「仲間内」と訳した。  
12カラムジンはフランス大革命と前後してヨーロッパを旅行し、大革命直後の   
1790年のパリの様子を記録している。ニコライ・カラムジン著、福住誠訳   
『ロシア人の見た十八世紀のパリ』1995年彩流社、参照。  
13CM．蜘町A．A．PyccIくH鎮ⅩpaHI汀enl｝．M．，2008．C．47．  
14A〟C∂ROBH C BIIOrPa缶H5I⑳eJtOpa HBaHOBⅡtIa TⅡ）TtIelは．PerIpHHTHOe   
BOCIlpOI壬3BeAeHHeH3AaHH5I1886IY）Jla．M．，1997．C．285．  
15当のアクサーコフについて指摘するなら、民族問題に関するアクサーコフの   
思想の特徴は、帝国外のスラグ民族の問題と平行して、ポーランドおよびオ   
ストゼイにおける「ロシア問題」に着目している点である。この問題に関す   
る彼の基本的な立場は、多数の現地住民を「ドイツ人」「チュートン人」や   
「ポーランド貴族」がドイツ化、ポーランド化しようとしているので、これ   
に対してロシアとしては言語や教育の分野でのロシア化イデオロギーを強   
化せよ、と言うものであった。HarIP．，ARCaKOB H C BlIeM CIIJIa   




18拙稿「◎．H．チュッチェフ政治詩試訳（9）」、『文化と言語』第72号、2010   
年11月、81・82頁参照。  
19く（ⅢaM5rTHE．Ⅲ．I（oBaJIeBCIくOrO〉〉／／TIOTtZeB．T．2，C．192．  
20「まれ」の原語はpe郎Ⅲ軋 次の聯の凡OpOrの同義語として使われている。  
21（くI（oBaJIeBCIくH払EIY）pⅢeTPOBHtD〉／／PyccIくⅡfiBⅡOrPaか椚eCIくⅡ丘cJIOBapI＞．   
noApe礼物a，A．d．C．－Ⅲ6．1903．コヴアレフスキーに関する最近の   
研究としてはグステリンの略伝がある。CM．傾ノ貫且 E．n．   
I（oBaJIeBCIくⅡ最－JIヱⅢ刀OMaT罰【BOmIくOBe月〟BoⅡpOChIHCTOpHn2008．JQ8．   
C．148－150．クリミア戦争後のゴルチャコフ時代のロシア外交については拙稿   
「クリミア戦争とゴルチャコフ外交 一敗戦処理と大改革－」、中央大学法   
学会『法学新報』、2000年9月、第107巻3・4号、参照。  
22軸oJZm B MⅡ斗p．HmpE月：BHe刀工He益IIO几ml（H PoccⅡE：BTOpa5I   
rIOJIOBmaXIXBeRa．M．，1997．C．61．  
23H8aEtWH C EJtP．OtIepIくEⅡmpⅡEMEHECTepmaⅡHOCrPaHHhIX7teJI   
PoccⅢ．Mリ2002．T．1．C．398．  
24伽．nl王CもMO H．C．AⅨCaIくOByOT22ceHTS（6p兄1868rt．／／JIH．T．97，   
C．342．  
133   
CULTURE AND LANGUAGE，No．75   
25（（14－Oe缶eBpamI1869｝〉／／Tx）meB．T．2．C．196．  
26「普通の」の原語はⅢpOCTO最、「ロシア語で」の意味。この詩の直後に、や   
はりキリルにちなんだスラグ慈善協会の記念日のために作られた「1869年   
3月11日」（大矢他「◎．H．チュッチェフ政治詩試訳（4）」、『文化と言語』   
第66号、2007年3月、48・49頁参照）においても「聖なる純朴さ」という   
表現が出てくる。キリルとメフォディイがラテン語ではなくスラグ語での祈   
祷を広めたことを考慮するなら、この「普通の」言葉による「挨拶」とは、   
ロシア語による挨拶であろう。  
27 Ⅲpa3JIHOBaHHe TもIC5ItIeJIeTHe丘 ⅢaM5ITI壬 ⅡepBOCB5ITHTeJI5ICJIaB5IH CB．   
I（HpI壬JIJIa14串eBpaJI兄1869r．BC．－rIeTep6ypreIIMocIくBe．Ⅲpara．1869．  
28スラヴ会議については高田和夫「1867年スラグ人会議について」、九州大学   
『法政研究』第70号、2004年3月、および拙稿「チュッチェフと1867年   
スラグ会議」、2004年3月、科研費報告集『ロシア思想史研究』第1号、   
またチェコ側からの資料を使ったモノグラフとしては川村晴夫『プラハとモ   
スクワのスラヴ会議』中央公論事業出版、2008年、参照。  
291869年1月11日のスラグ慈善協会サンクト・ペテルブルク支部の会議に於   
いて「スラグの啓蒙者キリルの千周年」を来る2月14日に開催すること、   
および記念日に合わせてキリルに関する学生向けの懸賞論文の創設が決定   
されている。PIIHA（PoccⅡ五cRHiirocy月aPCTBeHHH羞HCTOpHleCIⅧ崩apxⅡB），   
¢．970，0Ⅲ．1，几499，几1306∴14．  
301862年のキリルとメフォディイ千年祭については、拙稿「二つの千年紀と   








37サマーリンの『辺境』について、山本健三は「同書は単なるバルト社会批判   
の書にとどまるものではなかった。それは国内外の反ロシア的勢力に対する   
宣戦布告の書でもあった」と性格づけている。山本健三「サマーリンの『ロ   
シアの辺境』について」2004年3月、科研費報告集『ロシア思想史研究』   
第1号、77頁参照。  
38 CM．物由eB H 月二 H．C．AncaIくOB B O6ⅡleCT13eHHOfixH3HH  
IIOPed）OpMeHHO丘PoccIIH．M．，1978．C．147．  
39チュッチェフは69年1月2日付の手紙で「この事件が最重要の国家的事件   
となった」以上ペテルブルクにいることが「大いに、非常に大いに」必要だ、   
とアクサーコフのペテルブルク来訪を促し、元老院の決定に「抗議」が必要   
であると諭している。Tk）TqeB．ⅢⅠ王CもMOI4．C．ARCaI（OByOT2月：ⅡBaP5I1869r．   
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／／TIOTqeB．T．6．C．368－369．  
40肋TetZKOA．BnHeBHHRBTpeXTOMaX．M．，1956．T．3．C．142．  
41CM・匝TJIeTOnHCI＞XH3Hヱ【HTBOptIeCTBa◎．H．TmeBa．M．－JI．，   
1933．C．199．なお、この手紙は『CTapIIHa壬IHOBH3Ha』誌に発表された他   
の妻宛の手紙と同様、全集には収められていない。チュッチェフはアンナに   
宛てた、続く2月20日付の手紙に於いても「反民族主義的、さらには反王   
朝的な」政府の「一味」について書いている。CM．TaMXe．C．200．なお、こ   
の手紙も6巻本全集には所収されていない。  
42チュッチェフ自身、オストゼイ問題には積極的に関与している。アクサーコ   
フに対しても外務大臣のゴルチャコフが「そのドイツ人びいきにもかかわら   
ず」アクサーコフの論文に「大いに賞賛した」と伝えるなどして勇気づけて   
いる。nI壬CI＞MOOT19HO兄6pJI1867r．／／TxyrqeB．T．6．C．293．  
43プリューソフはチュッチェフの詩作の中に「死」や「破滅」に引かれる「魂」   
を認め、この詩の解釈に於いても「彼女」を「魂」と解釈している。CM．伽c甜   
EE⑳・H・TIOTtIeB・CMLICJIeI℃T130pt＝eCTBa／／BpIOCOBB・5I・Co6paHIIe   
COtIHIeHI王丘B7TOMaX．M．，1975．T．6．C．202．ポキドフも英訳する際に「彼   
女」をthesoulと解釈している。CM．1hKEWA．BoceMもReC5IT3Be3JIE3   




46山本健三「1860年後半のオストゼイ問題とロシア・ナショナリズム」『ロシ   
ア史研究』第83号2008年、参照。この問題を逆の立場、バルト側から見   
た場合、これはロシア帝国による「ロシア化」問題となる。この間題に関す   
る研究史については、パフトクーリナの最近の論文が参考になる。   
励x卿肪協A・R）・（＜Hal岬0＝aJIZ｝HもⅠ丑BOIIPOひ〉B pOCCII最cIく0最］旺MⅡePIIⅡB   
ⅡOCTCOBeTCIく0丘HCTOPHOrPa4）HH〟PyccIくⅡ義Hal岬OHaJIH3M／ⅢoJtPeEt．M．   
刀apIO3JⅢ．Mリ2008．C．115・109．  
47CM．nPⅡMetIaH壬Ⅰ5IRrIHCbMyOT6MaPTa1849r．／／H．C．AncaIくOtl．rhcbMa   
RpOJIHLIM（1844－1849）／IloRpeJl．H．Il．5IMⅢOJIl，CIく0IY）．M．，1988．C．676．  
48（（AH耳peIOH壬ⅠⅩOJIaeBHⅦyMHpaBbeBy〉〉／／T10TqeB．T．2．C．203．  
49日本語では「アンデレ」、ロシア語では「アンドレイ」。ここで謳われるキエ   
フの聖アンドレイ教会は、使徒アンデレにちなんで1754年に建立された。   
アンデレが北方布教の際に十字架を立てた場所とされる。現在はウクライナ   
独立正教会の教会。ちなみに、この詩が捧げられたムラヴィヨフの名前もア   
ンドレイである。  
50妻エルネスチーナに宛てて、チュッチェフは「キエフは私の期待を裏切らな   
かった世界中でも数少ないものの一つだ」と書き送っている。nIICもMOIく   
XeHeOT4aBIYCra1869r．〟CTapⅡHaI王HOBE3Ha．1917．T．22．C．244／ただ   
し、この手紙も6巻本全集に含まれていない。  
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51皇帝アレクサンドルⅢ世の南口シア行幸に皇后マリア・アレクサンドログナ、   
および皇太子セルゲイとパーヴェルが同行した。CM．BocⅡOMEHaHI柑   
reHepaJI・＊eJI叫MapⅢaJIa rPad）a nM班TPIt5IAneRCeeBHqa MHJIX）THHa   
1868－HatIaJIO1873．／ⅢonpeF（．JI．Il．3aLXapOBOii．M．，2006・C・68－72，193，   
194．  
52ただしドニエプル川を渡る鉄橋は未完成だったので手前のプロヴァリ止ま   
りだった。CM．TaMXe．C．194．  
53CM．nItCLMOl（XeHe OT26It10JI5I1869r．／／CTaP壬IHa壬IHOBH3Ha・1917・   
T．22．C．243．  
54（（BetIeP30－rOH10JI5”RⅡeBe〉〉／／MocIくOBCIくⅡeBe7IOMOCTH・6aBryCTa1869r・  
55チュッチェフは普段面会が難しい人には旅先で会う方が容易だと考えてい   
た。1840年に当時外務省を失職中だったチュッチェフが外務大臣のネッセ   
リローデに面会した際も、両親に宛てた手紙の中で「権力者の社会は、本国   
にいる時より外国の方がずっと近づきやすく、親切だからです」と外国での   
面会の理由を書いている。ⅢHCもMOH．H．ⅡE．刀．T10Tqe8上皿MOT20兄HIはp兄   
1840r．／／Tx〉meB．T．4．C．130．  
56CM．IIHCbMOM．H．Ⅲ0ⅩBECHeByOT12aBryCTa1869r．／／T10TqeB・T・6・   
C．373；I7HCもMOA．ILMaiiROByOT12aBryCTa1869r．／／TaMHe・C・347・  
（平成23年度札幌大学研究助成制度による研究成果である。）  
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